
〈写真・菊地信夫〉

　「家族を支えることで、本人を支えます」と話すのは、大塚由美子さん（６６歳・写真
中央）。１２年前に、家族会「脳外傷友の会ナナ」を立上げ、高次脳機能障害の当事者と
家族を支える。
　当事者は、交通事故等により脳に損傷を受け、記憶力、判断力低下、情緒障害などの
後遺症により、家庭生活や社会生活等に困難をきたすが、外見ではわかりにくく、周囲
の理解も得られにくいことから、人生の変更を強いられる。家族の負担も大きい。
　大塚さん自身も、当時、息子さんが交通事故の後遺症により、「家族の今までの生活が
一変した」。感情のコントロールの低下から些細なことでの暴力行為や、自分の所在地
がわからなくなり公共交通機関が利用できない、受傷前との変化に戸惑い「人が変わっ
た」と感じ、「これから何をしたら良いのか見えなくなった」という。
　全国の家族会の働きかけにより、国からの診断基準も示され、理解も進み、身体に障
害が無い場合も精神障害者手帳の取得により障害者自立支援法のサービスが利用でき
るようになった。しかし、「どの障害とも支援が異なるため、既存のサービスでは不十
分」と話す。医療・福祉関係者に障害の理解がすすんできたが、支援に悩む専門職から
の相談も多い。大塚さんは、「家族亡き後の道筋を作りたい」と将来と向き合う。
◇ＮＰＯ法人　脳外傷友の会ナナ（厚木市）http://www13.plala.or.jp/nana516/

本人・家族の明日のために
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特集
だ
れ
も
が
参
加
で
き
、
と
も
に

支
え
あ
う
機
会
づ
く
り

○
福
祉
意
識
の
醸
成
や
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
な
ど
多
様
な
主
体
が
行
う
活
動
の
活

発
化
を
進
め
る
た
め
、
と
も
し
び
運
動

「
新
行
動
指
針
」
に
基
づ
き
、
市
町
村

域
に
お
け
る
と
も
し
び
運
動
の
推
進
や

担
い
手
の
中
核
と
な
る
「
と
も
し
び
運

動
推
進
組
織
」
が
行
う
取
り
組
み
に
対

し
て
支
援
を
行
い
ま
し
た
。

○
身
近
な
地
域
に
お
け
る
「
と
も
し
び

運
動
」
の
推
進
、
及
び
福
祉
意
識
醸
成

の
拠
点
と
し
て
、「
と
も
し
び
シ
ョ
ッ

プ
」
が
地
域
住
民
の
交
流
の
場
と
な
る

よ
う
、「
多
機
能
型
と
も
し
び
シ
ョ
ッ

プ
」
を
三
浦
市
と
相
模
原
市
藤
野
町
の

２
か
所
に
設
置
し
ま
し
た
。

○
障
害
者
や
高
齢
者
等
へ
の
Ｉ
Ｔ
支
援

の
取
り
組
み
と
し
て
、
パ
ソ
コ
ン
や
周

辺
機
器
等
の
活
用
方
法
を
学
び
、
障
害

者
か
ら
の
幅
広
い
要
望
に
対
応
で
き
る

よ
う
Ｉ
Ｔ
支
援
者
の
養
成
や
地
域
に
お

け
る
Ｉ
Ｔ
利
活
用
拠
点
の
整
備
の
支
援

を
行
い
ま
し
た
。

○
シ
ニ
ア
層
へ
の
社
会
参
加
の
場
づ
く

り
や
生
き
が
い
づ
く
り
の
支
援
と
し

て
、「
シ
ニ
ア
の
仲
間
づ
く
り
サ
ポ
ー

る
民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
支
援
に
向

け
て
は
、
新
任
民
生
委
員
・
児
童
委
員

に
対
す
る
研
修
や
、
個
別
支
援
を
行
う

上
で
の
課
題
を
テ
ー
マ
に
取
り
上
げ
た

研
修
会
を
開
催
し
、
民
生
委
員
・
児
童

委
員
活
動
の
支
援
を
行
い
ま
し
た
。

○
今
日
の
児
童
・
青
少
年
が
抱
え
る

様
々
な
課
題
に
対
し
、
青
少
年
の
更
生

保
護
・
健
全
育
成
に
携
わ
る
保
護
司
、

民
生
委
員
・
児
童
委
員
、
地
域
関
係
者

な
ど
に
よ
る
青
少
年
問
題
を
考
え
る
集

い
を
開
催
し
、
地
域
で
の
青
少
年
の
健

全
育
成
活
動
な
ど
に
つ
い
て
意
見
交
換

を
行
い
ま
し
た
。

安
心
し
て
生
活
で
き
る
た
め
の

サ
ー
ビ
ス
の
確
保

○
権
利
擁
護
の
取
り
組
み
で
は
、
か
な

が
わ
権
利
擁
護
相
談
セ
ン
タ
ー
（
あ
し

す
と
）
が
発
足　

周
年
を
迎
え
、
社
会

１０

福
祉
制
度
の
改
革
や
こ
れ
ま
で
の
取
り

組
み
を
踏
ま
え
、
県
域
の
二
次
相
談
機

関
と
し
て
適
切
に
役
割
が
果
た
せ
る
よ

う
、
専
門
相
談
や
市
町
村
に
お
け
る
相

談
機
関
等
へ
の
支
援
事
業
に
よ
る
権
利

擁
護
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
形
成
を
支
援
す
る

な
ど
、
権
利
擁
護
相
談
事
業
の
着
実
な

推
進
を
図
り
ま
し
た
。

タ
ー
」
を
設
置
し
、
シ
ニ
ア
グ
ル
ー
プ

の
活
発
化
、
活
性
化
を
促
す
と
と
も

に
、
高
齢
者
の
健
康
・
生
き
が
い
づ
く

り
に
関
す
る
情
報
発
信
を
行
い
、
高
齢

者
の
新
た
な
グ
ル
ー
プ
活
動
へ
の
参
加

の
支
援
を
行
い
ま
し
た
。

生
活
圏
域
を
基
盤
と
す
る
地
域

福
祉
の
推
進

○
地
域
福
祉
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
概

念
の
普
及
と
育
成
を
図
る
た
め
、
県
内

３
地
域
を
対
象
と
し
た
モ
デ
ル
事
業
の

実
施
や
地
域
福
祉
活
動
に
取
り
組
む
県

内
の
地
区
社
協
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル

ー
プ
の
活
動
を
ま
と
め
た
地
域
づ
く
り

実
践
事
例
集
を
作
成
し
ま
し
た
。

○
福
祉
団
体
・
機
関
、
福
祉
施
設
等
と

の
連
携
・
協
働
に
つ
い
て
は
、
介
護
保

険
報
酬
改
定
に
お
け
る
「
サ
ー
ビ
ス
提

供
体
制
強
化
加
算
」
に
よ
る
「
緊
急
雇

用
対
策
対
象
者
」
を
別
扱
い
と
し
て
、

特
に
職
を
失
っ
た
人
に
対
し
て
の
積
極

的
な
救
援
支
援
が
展
開
で
き
る
よ
う
、

本
会
、
横
浜
市
社
協
高
齢
者
福
祉
部

会
、
川
崎
市
社
協
老
人
福
祉
施
設
協
議

会
等
と
の
連
名
で
、
厚
生
労
働
省
あ
て

に
要
望
書
を
提
出
し
ま
し
た
。

○
地
域
の
身
近
な
相
談
・
支
援
者
で
あ

　平成２０年度は「神奈川県社会福祉協議会活動推進計画」の中間年にあたり、社会情勢や国、県施策の動向など
を踏まえ、今後２か年の目標、及び取り組むべき事業について見直しを行いました。
　また、これまでの成果や課題を踏まえ、地域福祉に対する県民への意識啓発の促進や、日常生活圏域を中心と
したさまざまな地域福祉の担い手との連携づくりと支援、そして福祉サービスの質の向上に向けた福祉人材の確
保・育成等、各種事業に取り組みました。主な取り組みの概要を報告いたします。

福祉コミュニティづくりに向けた着実な推進
～平成20年度県社協事業報告・決算～
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○
福
祉
人
材
育
成
の
た
め
の
研
修
の
充

実
に
向
け
て
、
福
祉
従
事
者
の
育
成
研

修
を
主
に
、
現
場
に
お
け
る
職
員
の
定

着
に
視
点
を
お
い
た
各
種
研
修
事
業
を

実
施
す
る
と
と
も
に
、
法
人
・
施
設
内

に
お
い
て
現
任
者
研
修
が
活
発
に
実
施

で
き
る
よ
う
職
場
内
研
修
担
当
者
研
修

を
実
施
し
ま
し
た
。

○
厳
し
い
雇
用
情
勢
の
な
か
、
派
遣
労

働
者
な
ど
、
離
職
者
へ
の
再
就
職
支
援

を
緊
急
に
行
う
た
め
、
県
内
福
祉
施

設
、
県
介
護
福
祉
士
会
等
と
連
携
・
協

力
し
、
福
祉
の
仕
事
に
経
験
の
な
い

方
々
に
向
け
た
、
緊
急
就
職
相
談
会
を

開
催
し
ま
し
た
。

○
福
祉
人
材
の
確
保
へ
の
支
援
に
向
け

て
、
就
職
相
談
会
の
開
催
の
ほ
か
、
今

ま
で
福
祉
・
介
護
の
仕
事
に
関
心
の
な

か
っ
た
層
に
対
し
て
仕
事
の
内
容
・
魅

力
を
分
か
り
や
す
く
伝
え
る
た
め
啓
発

リ
ー
フ
レ
ッ
ト
の
作
成
・
配
布
を
し
ま

し
た
。

○
介
護
に
つ
い
て
理
解
と
認
識
を
深
め

る
た
め
に
制
定
さ
れ
た
介
護
の
日
（　
１１

月　

日
）
に
県
、
県
介
護
福
祉
士
会
と

１１
の
共
催
で
記
念
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
、

介
護
の
日
に
つ
い
て
周
知
を
図
り
ま
し

た
。

○
生
活
福
祉
資
金
貸
付
事
業
で
は
、
世

界
的
な
経
済
状
況
、
雇
用
状
況
の
悪
化

に
よ
り
、
前
年
度
と
比
べ
貸
付
件
数
が

増
え
た
こ
と
か
ら
、
貸
付
が
必
要
な
世

帯
に
情
報
が
行
き
届
く
よ
う
、「
生
活

福
祉
資
金
の
ご
あ
ん
な
い
」を
作
成
し
、

県
内
市
区
町
村
社
協
な
ど
に
配
布
し
ま

し
た
。
ま
た
、
本
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

も
制
度
に
つ
い
て
掲
載
し
、
広
く
制
度

に
つ
い
て
周
知
を
図
り
ま
し
た
。

県
社
協
の
経
営
体
制
及
び
財
政

基
盤
の
強
化

○
活
動
推
進
計
画
の
着
実
な
遂
行
を
図

る
た
め
、
計
画
の
４
つ
の
重
点
項
目
に

対
す
る
推
進
委
員
会
を
開
催
す
る
と
と

も
に
、
事
業
等
の
進
行
管
理
の
徹
底
、

並
び
に
効
果
的
な
展
開
を
図
る
た
め
、

事
業
評
価
シ
ス
テ
ム
（
自
己
評
価
）
を

導
入
し
、
事
業　

本
に
つ
い
て
自
己
評

６４

価
を
行
い
ま
し
た
。

○
本
会
事
業
が
効
率
的
か
つ
効
果
的
な

事
業
の
展
開
を
図
る
た
め
、
外
部
か
ら

の
視
点
で
事
業
評
価
（
自
己
評
価
）
を

検
証
す
る
外
部
評
価
制
度
導
入
に
向
け

た
検
討
を
行
い
、
平
成　

年
度
に
取
り

２１

組
む
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

（
企
画
調
整
・
情
報
提
供
担
当
）

負債の部資産の部

１１０，８５４，５５３流動負債８，３９７，２７１，９５９流動資産

２，１１９，７３２仮受金５５，５３５現金

５４，２９７，４１３未払金８，３７５，８９０，１７３預貯金

１８，４９９，８６８預り金３，６２４，８４２前払金

６３６，５４０前受金１７，５７６，１６５未収金

３５，３０１，０００賞与引当金１２５，２４４貯蔵品

１７，１６２，３２４，２２０固定負債１２，４８１，６６７，７３４固定資産

３，９０９，５１５，３８８生活福祉資金交付金２，１２５，２９０基本財産

３６１，１０３，９９４県単生活福祉資金交付金１２，４７９，５４２，４４４他固定資産

６，９００，０００，０００離職者支援資金交付金

△　２４２，３４０，８７０県単修学資金免除金

△　２１３，８３３△県単交付金

５，９９５，４６９，０００銀行借入金

２３５，３５６，５４１退職給与引当金

１，２００，０００子ども福祉基金引当金

２，２３４，０００長期預り金

１７，２７３，１７８，７７３負 債 合 計２０，８７８，９３９，６９３資 産 合 計

３，６０５，７６０，９２０差引純資産

負債・純資産の部資産の部

９５，９８７，１８１流動負債１，３９５，１１９，２９８流動資産

４２，１２２，８９５未払金５５，５３５現金

１７，９２６，７４６預り金１，３８４，１７８，２７９預貯金

６３６，５４０前受金７，１３５，５３５未収金

３５，３０１，０００賞与引当金３，６２４，７０５前払金

１２５，２４４貯蔵品

６，２３４，２５９，５４１固定負債８，４３４，９７０，１９３固定資産

５，９９５，４６９，０００長期借入金２，１２５，２９０基本財産

２３５，３５６，５４１退職給与引当金８，４３２，８４４，９０３他固定資産

１，２００，０００子ども福祉基金引当金

２，２３４，０００長期預り金

２，１２５，２９０基本金

２，１２５，２９０基本金

２，６１８，５８２，５５２基金

２，２５０，３１２，４３４ともしび基金

１００，０００，０００民間社会福祉事業従事者福利厚生基金

２６８，２７０，１１８萬谷児童福祉基金

６，１６２，９０４国庫補助金等特別積立金

９９５，０７１，７４１他の積立金

△１２２，０９９，７１８次期繰越活動収支差額

９，８３０，０８９，４９１負債・純資産合計９，８３０，０８９，４９１資産合計

社会福祉法人神奈川県社会福祉協議会総合貸借対照表
（一般・公益・収益会計） 　　　　　　　　　 平成２１年３月３１日現在（単位：円）

　　平成２０年度社会福祉法人神奈川県社会福祉協議会収支計算書
自平成２０年４月１日　至平成２１年３月３１日　　　（単位：円）

差引残額支出合計額収入合計額会計区分

１，３０５，７０７，８４６９，１６４，６１１，８５５１０，４７０，３１９，７０１一般会計

８，１０４，７８６９０，７２１，１００９８，８２５，８８６公益事業特別会計

２１，１３２，４８１２８，７０３，７８３４９，８３６，２６４収益事業特別会計（事業収支）

４８２，７４１，２７６２４６，８０６，１９９７２９，５４７，４７５生活福祉資金特別会計

５，３３９，１６４５，８１１，４３６１１，１５０，６００県単生活福祉資金特別会計

５７，８７３，２５０１０９，５５７，２３９１６７，４３０，４８９生活福祉資金貸付事務費特別会計

０６，５０６，６５９，７１９６，５０６，６５９，７１９離職者支援資金特別会計

６５，０００７５４，００１８１９，００１
要保護世帯向け長期生活支援資金特
別会計

１，８８０，９６３，８０３１６，１５３，６２５，３３２１８，０３４，５８９，１３５合　　　　計

負債の部資産の部

１４，９６６，３７２流動負債７，００２，０４９，６６１流動資産

１２，１７４，５１８未払金６，９９１，６０８，８９４預金

６７２，１２２預り金１０，４４０，６３０未収金

２，１１９，７３２仮受金　１３７前払費用

１０，９２８，０６４，６７９固定負債４，０４６，８００，５４１固定資産

１１，１７０，６１９，３８２交付金４，０４１，２７４，９２５運用財産

△　２４２，３４０，８７０県単修学資金免除金５，５２５，６１６他固定資産

△　２１３，８３３△県単交付金

４，０２９，００５，４７３基本金

４，０２９，００５，４７３運用財産基金

△　１０，９０７，６２５，７０６積立金

６，９８４，４３９，３８４繰越金

１１，０４８，８５０，２０２負債・純資産合計１１，０４８，８５０，２０２資産合計

（生活福祉資金関連５会計総合貸借対照表） 　 平成２１年３月３１日現在（単位：円）

　　社会福祉法人神奈川県社会福祉協議会財産目録
平成２１年３月３１日現在（単位：円）
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一般会計各経理区分収支一覧表
 　　  　　 　　自：平成２０年４月１日～至：平成２１年３月３１日 　　 （単位：円）

負債及び純資産の部資産の部

増減平成２０年度平成１９年度科目増減平成２０年度平成１９年度科目

２２３，３８８，５５４１，１３３，２２２，１２４９０９，８３３，５７０流 動 負 債２１８，７４３，０１０１，３１７，１６３，９７４１，０９８，４２０，９６４流 動 負 債

８０，６４９，６９４９１３，６７７，４９６８３３，０２７，８０２未 払 配 分 金２１８，３１３，０２５１，１７６，４７８，６２６９５８，１６５，６０１預 貯 金

１５３，３０８，２４７１５３，６６８，２４７３６０，０００未 払 金△１０，０００１３９，７８０，０００１３９，７９０，０００
次 年 度 運 動
積 立 預 金

△４，２５１，０００１４，５７０，１００１８，８２１，１００開拓啓発事業資金４３９，９８５９０５，３４８４６５，３６３未 収 金

△６，１８１，０３１５０，７０２，０００５６，８８３，０３１災 害 準 備 金△１１３，０７２，５６７４５４，７５５，６４９４６７，８７８，２１６固 定 資 産

△１３７，３５６６０４，２８１７４１，６３７預 り 金０９，３００，０００９，３００，０００基 本 財 産

△１８，０６５，４２０２４，１７３，７５０４２，２３９，１７０固 定 負 債０９，３００，０００９，３００，０００基本財産特定預金

△１８，０６５，４２０２４，１７３，７５０４２，２３９，１７０退職給与引当金△１１３，０７２，５６７４４５，４５５，６４９４５８，５７８，２１６その他の固定資産

２０５，３２３，１３４１，１５７，３９５，８７４９５２，０７２，７４０負 債 の 部 合 計△１４，６６２，０５０２４，１７３，７５０３８，８３５，８００退職給与積立預金

０９，３００，０００９，３００，０００基 本 金２，０００，０００３２，０００，０００３０，０００，０００運営費積立預金

０９，３００，０００９，３００，０００基 本 金２０４，０００１，３４４，０００１，１４０，０００支会経費積立預金

２，０００，０００４１８，３４４，０００４１６，１４０，０００その他の積立金△１００，０００，０００２８５，０００，０００３８５，０００，０００
たすけあい福祉資
金 積 立 預 金

２，０００，０００３２，０００，０００３０，０００，０００運 営 費 積 立 金９９，９５０，０００９９，９５０，００００投 資 有 価 証 券

２０４，０００１，３４４，０００１，１４０，０００支会経費積立金０２，３４７，２３０２，３４７，２３０車 両 運 搬 具

０３８５，０００，０００３８５，０００，０００たすけあい福祉資金積立金０５，０５８，５８０５，０５８，５８０備 品

△１，９０６，６９１１８６，８７９，７４９１８８，７８６，４４０次期繰越活動収支差額△６１４，５１７△６，４１７，９１１△５，８０３，３９４減価償却累計額

９３，３０９６１４，５２３，７４９６１４，２２６，４４０純資産の部合計０２，０００，０００２，０００，０００職員厚生会貸付金

２０５，４１６，４４３１，７７１，９１９，６２３１，５６６，２９９，１８０負債及び純資産の部合計１０５，６７０，４４３１，７７１，９１９，６２３１，５６６，２９９，１８０資 産 の 部 合 計

社会福祉法人神奈川県共同募金会 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （単位：円）

　

平
成
二
十
年
十
月
一
日
か
ら
三
カ
月

間
に
わ
た
り
実
施
し
た
共
同
募
金
運
動

に
は
、
皆
さ
ま
の
協
力
に
よ
り
、
十
二

億
五
千
九
百
万
円
を
超
え
る
ご
支
援
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

平
成
二
十
年
度
は
、
県
内
七
百
七
十

件
の
福
祉
施
設
・
団
体
か
ら
配
分
申
請

が
寄
せ
ら
れ
、
本
会
「
配
分
委
員
会
」

で
、
公
正
な
配
分
を
実
施
す
る
た
め
、

申
請
施
設
の
現
地
調
査
を
行
な
う
な
ど

慎
重
に
配
分
案
の
策
定
作
業
を
行
な
い

ま
し
た
。

　

配
分
委
員
会
で
策
定
さ
れ
た
配
分
案

は
、
さ
ら
に
平
成
二
十
一
年
三
月
に
開

催
し
た
本
会「
理
事
会
」「
評
議
員
会
」で

最
終
審
査
が
行
わ
れ
、
後
掲
の
と
お
り

共
同
募
金
の
使
途
が
決
定
し
た
こ
と
を

ご
報
告
い
た
し
ま
す
。

　

共
同
募
金
運
動
に
い
ろ
い
ろ
な
お
立

場
で
ご
協
力
を
賜
り
ま
し
た
皆
さ
ま

に
、
厚
く
御
礼
申
し
あ
げ
ま
す
と
と
も

に
、
本
会
の
事
業
に
引
き
続
き
ご
支
援

く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

平
成
二
十
年
度
共
同
募
金
・
配
分
結
果
の
報
告

∇地域福祉を推進する市区町村社会福祉協議会の活動支援に（５８団体） 　　　　　　　 ３１９，１５１，１５９円

∇児童・障害者・高齢者のための法定社会福祉施設等の活動支援に（１２６施設） 　　　　　 ２３２，９０４，７８０円

∇障害者の自立・就労訓練を行う障害者地域作業所等の活動支援に（１３５施設） 　　　　　 ８０，３６２，２４６円

∇児童・障害者・難病当事者・被虐待女性支援団体等の活動支援に（８１団体） 　　　　　　 ６３，０２３，３７５円

∇家事介護・配食・送迎サービスを実施する社会福祉団体の活動支援に（２３４団体） 　　　 ４８，９００，０００円

∇市区町村を単位として実施される年末たすけあい援護活動に（５６団体） 　　　　　　 ４１６，３８６，３９３円

∇市区町村ごとに共同募金運動を展開するための募金資材の作成等に 　　　　　　　　 ５８，１９０，０００円

∇全戸配布資料の作成や小中学生福祉作文コンクールの開催事業等に 　　　　　　　　 ８１，５９０，０００円

 　　　　　　　　　　 合計（６９０件） 　　　　　　　　　　  　　　　　　　　　　 １，３００，５０７，９５３円

平成２０年度共同募金・使途概要

※上記使途財源には、前年度繰越金等を含みます。

合計
受配者指定
寄付金

たすけあい
福祉資金

寄付金本部
経理区分名

内訳

２，１９９，９７２，２６１７３８，５０８，５２２１，３５３，７１９１，２９７，８０９，７７０１６２，３００，２５０収入総額１
２，１９９，６７４，９５２７３１，８４８，２７３２，７５５，０００１，３０８，０７５，９１２１５６，９９５，７６７支出総額２

２９７，３０９６，６６０，２４９△１，４０１，２８１△１０，２６６，１４２５，３０４，４８３
当期繰越活動
収支差額
（１－２）

３

１８８，７８６，４４０２，３６２，８９４１３，３８７，８９７１５７，９３２，６７１１５，１０２，９７８
前期繰越活動
収支差額４

２，２０４，００００００２，２０４，０００積立金積立額５

１８６，８７９，７４９９，０２３，１４３１１，９８６，６１６１４７，６６６，５２９１８，２０３，４６１
次期繰越活動
収支差額
（３＋４－５）

６
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本
会
・
定
款
第
三
十
八
条
の
規
定
に
も
と
づ
き
、
平
成
二
十
年
度
収
支
決
算
内
容

を
、
次
の
と
お
り
公
告
い
た
し
ま
す
。

　

厚
生
労
働
省
通
知
に
も
と
づ
き
、
配
分
額
が
三
千
万
円
を
超
え
る
「
受
配
者
指
定
寄
付

金
」
の
配
分
内
容
を
、
次
の
と
お
り
公
表
い
た
し
ま
す
。

∇
社
会
福
祉
法
人
い
き
い
き
福
祉
会

配
分
額　

三
千
八
十
三
万
八
千
六
百
円

使　

途　

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
「
ラ
ポ
ー
ル
三
ツ
沢
」
の
建
築
資
金

寄
付
者　

生
活
ク
ラ
ブ
生
活
協
同
組
合

∇
社
会
福
祉
法
人
怡
土
福
祉
会

配
分
額　

五
千
万
円

使　

途　

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
「
新
吉
田
」
の
建
築
用
地
造
成
工
事
費

寄
付
者　

医
療
法
人
社
団
朝
菊
会

（
県
共
同
募
金
会　

�　

－

　

－

6
3
3
9
）

045

312

神
奈
川
県
共
同
募
金
会
・
平
成
二
十
年
度
決
算
の
報
告

平
成
二
十
年
度
・
受
配
者
指
定
寄
付
金
の
公
表

∇
社
会
福
祉
法
人
幸
仁
会

配
分
額　

一
億
円

使　

途　

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
「
ヴ
ィ
ラ
泉
」
の
建
築
用
地
取
得

寄
付
者　

株
式
会
社
神
戸
ユ
ー
ズ

∇
社
会
福
祉
法
人
関
西
中
央
福
祉
会

配
分
額　

五
億
九
百
万
円

使　

途　

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
「
ケ
ア
ホ
ー
ム
横
浜
」
の
建
築
用
地
取
得

寄
付
者　

株
式
会
社
メ
デ
ィ
ス

 　　　　　　　　　　　　　 貸借対照表（平成２１年３月３１日現在）　　　　　　　



５
第６９１号　福祉タイムズ　２００９．６．１５

福福福福福福福福福福祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉人人人人人人人人人人材材材材材材材材材材確確確確確確確確確確保保保保保保保保保保定定定定定定定定定定着着着着着着着着着着・・・・・・・・・・最最最最最最最最最最前前前前前前前前前前線線線線線線線線線線福祉人材確保定着・最前線

信
頼
関
係
を
築
く
介
護
を
し
た
い 

〜
新
任
介
護
職
員
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
〜

　

福
祉
・
介
護
の
仕
事
を
進
路
と
し
て

選
び
就
職
す
る
場
合
、
ど
う
い
う
き
っ

か
け
だ
っ
た
の
か
の
一
例
を
探
る
た

め
、
Y
M
C
A
健
康
福
祉
専
門
学
校
介

護
福
祉
科
（
厚
木
市
）
を
こ
の
三
月
に

卒
業
し
、
重
症
心
身
障
害
児
施
設
（
＊
）

「
小
さ
き
花
の
園
」（
鎌
倉
市
）
に
、
四

月
か
ら
勤
務
し
て
い
る
伊
藤
さ
ん
（
介

護
福
祉
士
）
を
取
材
し
ま
し
た
。

―
福
祉
の
仕
事
を
目
指
し
、
学
校
を
選

ん
だ
き
っ
か
け
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　

福
祉
の
仕
事
を
目
指
し
た
の
は
、
人

と
関
わ
る
こ
と
が
好
き
と
い
う
性
分
か

ら
で
し
ょ
う
か
。ヘ
ル
パ
ー
を
し
て
い
た
母

第３回

の
影
響
も
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
高
校

の
進
路
説
明
会
で
福
祉
と
は
幸
せ
が
す

べ
て
の
人
に
行
き
渡
る
こ
と
だ
と
知

り
、
自
分
も
関
わ
っ
て
み
た
い
と
思
い

ま
し
た
。
そ
の
よ
う
な
説
明
を
し
て
下

さ
っ
た
学
校
で
学
ぶ
こ
と
に
し
ま
し
た
。

―
特
に
、
障
害
の
あ
る
子
ど
も
に
関
わ

る
仕
事
に
就
き
た
い
と
思
っ
た
の
は
な

ぜ
で
す
か
。

　

実
習
先
が
重
症
心
身
障
害
児
施
設
だ

っ
た
ん
で
す
。
利
用
者
の
素
直
さ
に
惹

か
れ
ま
し
た
。
思
い
も
よ
ら
な
い
こ
と

に
興
味
を
示
し
た
り
、
こ
ち
ら
の
接
し

方
で
反
応
が
変
わ
っ
た
り
す
る
の
で
、

奥
深
い
と
思
い
ま
し
た
。

　

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
イ
ベ
ン
ト
や
ス
イ
ミ

ン
グ
プ
ー
ル
で
、
障
害
の
あ
る
方
と
ふ

れ
合
う
機
会
が
学
校
の
中
に
あ
り
ま
し

た
か
ら
、
何
も
迷
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

―
実
際
に
就
職
し
て
み
て
ど
う
で
す
か
。

　

就
職
し
て
か
ら
は
、
少
し
ず
つ
利
用

者
の
個
性
や
関
心
が
わ
か
っ
て
き
て
面

白
く
、
楽
し
い
で
す
。

　

先
輩
は
「
ゆ
っ
く
り
丁
寧
に
覚
え
る

こ
と
が
大
切
」と
言
っ
て
く
れ
ま
す
が
、

利
用
者
の
ペ
ー
ス
に
合
わ
せ
る
と
ま
わ

り
と
の
時
間
の
流
れ
に
遅
れ
す
ぎ
て
し

ま
う
こ
と
も
あ
っ
て
、
焦
っ
て
し
ま
う

こ
と
も
あ
り
ま
す
。
早
く
独
り
立
ち
し

た
い
で
す
。

―
こ
れ
か
ら
福
祉
の
仕
事
を
目
指
す
後

輩
に
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

福
祉
の
勉
強
だ
け
で
は
な
く
、
い
ろ

い
ろ
な
体
験
を
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま

す
。
例
え
ば
歌
が
好
き
、
絵
が
得
意
な

ど
、
自
分
の
「
引
き
出
し
」
が
増
え
る

と
利
用
者
の
方
と
の
関
わ
り
に
プ
ラ
ス

に
な
る
と
思
い
ま
す
。

―
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

＊
【
重
症
心
身
障
害
児
施
設
】

　

重
度
の
知
的
障
害
と
重
度
の
肢
体
不
自

由
が
重
複
し
て
い
る
児
童
（
者
）
の
保
護

を
行
い
、
治
療
、
日
常
生
活
の
指
導
を
行

う
施
設
。
医
療
法
に
基
づ
く
病
院
で
も
あ

り
、
医
療
面
の
対
応
と
、
生
活
面
で
の
対

応
の
両
方
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

◇　
　
　

◇　
　
　

◇

　

か
な
が
わ
福
祉
人
材
セ
ン
タ
ー
で

は
、
福
祉
・
介
護
の
仕
事
の
内
容
・
魅

力
を
求
職
者
に
伝
え
る
場
の
一
つ
と
し

て
、
八
月
か
ら
月
に
一
度
、
現
場
職
員

に
よ
る
自
由
な
懇
談
会
「
福
祉
の
仕
事

を
知
る
」
事
業
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
詳
し
く

は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

（
問
合
先
�　

－
　

－

１
１
２
１
�
）

０４５

３１２

（
福
祉
人
材
無
料
職
業
紹
介
担
当
）

一般家庭から大型ビルまで�
最新のエレクトロ技術によ�
り安心と安全を提供します。

京浜警備保障株式会社�

本　　社　　〒221-0056　横浜市神奈川区金港町5番地10 金港ビル4Ｆ内�
　　　　　　　　　　　（045）461－0101 代表　 FAX（045）441－1527

岡 本 誠 一 郎 �代表取締役社長�
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　実習中に重心施設への就職を決心したが、
その施設はたまたま公立施設であり公務員試
験が終わっていてがっかり。「民間施設なら
募集中かも知れませんよ」と助言を受け、見
学に行って緑があったのが今の施設だった。

重症心身障害児施設
「小さき花の園」

介護福祉士
伊藤菜智さん
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でか
けてみませんかでか
けてみませんか

第６９１号　福祉タイムズ　２００９．６．１５

　梅雨時、あじさいの花がしっとりと色鮮やかに咲
き揃います。今回は江ノ電の長谷駅で下車。鎌倉の
あじさいが美しい寺を散策しに行きましょう。海辺
の公園でひと休みしつつ、お隣の極楽寺駅まで足を
伸ばすのもよいですね。

江ノ島電鉄線で行く

長谷～極楽寺　あじさい散歩
（鎌倉市）

１９９３年、子育て中のおかあさんが集まり、子育てタウン情
報誌「ままとんきっず」を発行。子育てに関するメール相
談、親子が集うサロン運営、各種講座の開催など、子育て支
援活動を展開。１５周年を迎えた２００８年には「第２回かながわ
子ども・子育て支援大賞」を受賞。情報誌・単行本の発行物
は３０冊を数え、一部は海外でも翻訳出版。最新刊はみんなの
エッセイや詩で作った「ままとんきっずOnly One new」。
〈連絡先〉川崎市多摩区菅稲田堤３－５－４３
　　　　　TEL／FAX：０４４－９５４－８６６２

今月は　�　NPO法人
　ままとんきっず　がお伝えします！

◆ご意見・ご感想はkikaku@knsyk.jpまでお寄せく
ださい。

�

�

�

�

��������

��������

�
�

�
�

インフォメーションインフォメーション
■長谷寺 拝観料300円　　電話　０４６７－２２－６３００
■光則寺 拝観料100円　　電話　０４６７－２２－２０７７
■極楽寺 拝観料無料　　　 電話　０４６７－２２－３４０２

車窓からの眺めが楽しい江ノ電

　鎌倉駅と藤沢駅を結ぶ

江ノ電。車窓の風景が

街、海、山と変化に富み、

大人も子どもも飽きるこ

となく、眺めを楽しめる

路線です。長谷駅は鎌倉

方面行きホームに多目的

トイレがあり、オムツ替

え用ベビーベッドが設け

られています。鎌倉方面行きホームから改札へ

の通路には段差がありませんが、藤沢方面行き

ホームには６段の階段があります。ベビーカー

や車椅子は臨時出口のスロープへ案内してもら

えるので、駅係員に声をかけましょう。

駅から歩いてすぐのあじさい寺

　長谷駅から徒歩約５分の距離に奈良時代創建

の長谷寺があります。本尊の十一面観音像は日

本最大級の木彫仏で、境内からは由比ヶ浜を一

望できます。観音堂や見晴台までは約７０段、眺

望散策路は１００段以上の階段が続くため、ベビ

ーカーは利用できませんが、２５００株のあじさい

と眺望がすばらしく、見逃せません。総門の脇

にベビーカー置き場、トイレにオムツ替えシー

トと赤ちゃん連れ向けの設備も整っているの

で、だっこ紐やおんぶ紐などを利用して出かけ

てはいかがでしょう。

　長谷駅から徒歩約６分で着くのは鎌倉時代創

建の光則寺です。４月に開花する樹齢約２００年

のカイドウ（市天然記念物）をはじめ、四季折々

の草木花が美しい寺で、

５月中旬から６月にかけ

ては約２００種類のヤマア

ジサイが次々と花を咲か

せます。門前に８段の階

段がありますが、境内の

通路はフラットなのでベ

ビーカーで見てまわるに

はぴったり。土・日曜は混

み合うので、平日に出かけるのがおすすめです。

情緒ある風景を眺めてのんびり

　長谷駅近くのあじさいが美しい寺はほかに

も、江ノ電の線路に沿って極楽寺駅方面へ向か

えば御霊神社、切り通しの道へ進めば極楽寺駅

の手前に成就院があります。

　極楽寺駅前の極楽寺は鎌倉時代創建で、茅葺

きの山門と桜の木が連なる参道が風情たっぷ

り。境内にはあじさいが咲き、数は多くないも

のの、情緒ある風景を見せてくれます。

　途中で散策に疲れたら、長谷駅から徒歩７分

の鎌倉海浜公園（坂ノ下地区）でひと休みしま

しょう。芝生広場で鎌倉の海を眺めながら、親

子でのんびり過ごせます。

色や形がさまざまなヤマアジ
サイの鉢植えが並ぶ光則寺

長谷－極楽寺間の御霊神社付
近の線路沿いにはあじさいが続く
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今月の福祉資料室
BOOK

BOOK
「福祉資料室」をご利用下さい！
◆利用時間：月～金（第３金曜日、祝日、
年末年始等を除く）の９時～１７時

◆問合せ：�０４５－３１１－８８６５

第６９１号　福祉タイムズ　２００９．６．１５

★
カ
ラ
ー
版　

イ
ラ
ス
ト
で
わ
か
る
視
覚

障
害
者
へ
の
サ
ポ
ー
ト
（
国
際
視
覚
障
害

者
援
護
協
会
編
、
読
書
工
房
）

★
認
知
症
を
予
防
す
る
こ
と
ば
遊
び
回
想

法
（
と
き
わ
ひ
ろ
み
著
、
雲
母
書
房
）

★
精
神
障
害
者
へ
の
生
活
福
祉
支
援
〜

「
集
団
料
理
活
動
」
を
介
し
て
（
溝
部
佳

子
著
、
ド
メ
ス
出
版
）

★
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
困
難
・
提

供
困
難
事
例
白
書
（
東
京
都
社
会
福
祉
協

議
会
）

★
医
療
福
祉
総
合
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
2
0
0

9
年
度
版
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
日
本
医
療
ソ
ー

シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
研
究
会
編
集
、
医
学
書

院
）

★
世
界
の
厚
生
労
働
2
0
0
9
（
厚
生
労

働
省
編
、
Ｔ
Ｋ
Ｃ
出
版
）

★
ケ
ア
マ
ネ
し
あ
わ
せ
便
利
帳
2
0
0
9

★
平
成　

年
度　

児
童
関
連
サ
ー
ビ
ス

20

調
査
研
究
等
事
業
「
婦
人
保
護
施
設
に

お
け
る
児
童
ケ
ア
と
親
支
援
に
関
す
る

調
査
研
究
」
報
告
書
（
こ
ど
も
未
来
財

団
）

★
い
の
ち
が
育
ま
れ
る
と
き
〜
障
害
の

あ
る
子
ど
も
と
歩
み
つ
づ
け
る
た
め
に

（
か
な
が
わ
福
祉
サ
ー
ビ
ス
振
興
会
）

★
平
成　

―　

年
度　

障
害
者
ケ
ア
マ

18

20

ネ
ジ
メ
ン
ト
実
務
者
研
修
事
業
報
告
書

（
当
事
者
エ
ン
パ
ワ
メ
ン
ト
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
）

※
約
５
万
２
千
冊
が
検
索
で
き
る
蔵
書

検
索
も
ご
利
用
く
だ
さ
い
！

http://w
w
w
.knsyk.jp/tosyo/

資

料

年
度
版
（
日
本
総
合
研
究
所
編
、
日
総
研

出
版
）

★
介
護
ビ
ジ
ネ
ス
経
営
戦
略（
宣
賢
奎
著
、

久
美
）

図　
　
　
　

書
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（福）横浜共生会
横浜ライズ　生活支援員

小菅敏朗

私のおすすめの１冊私のおすすめの１冊

「強く生きる言葉」

岡本太郎　著

　『芸術は爆発だ』のセリフで有名な芸術家岡本太郎

さんの発言を集めた１冊です。常識にとらわれない

太郎さんの熱い想いに触れるたびに『よしっ！』と

心に気合が入ります。

　周りの意見に左右されずに自分が自分として生き

ることの大切さを改めて学びました。

　私たち福祉の分野で介助をす

る者にとってはご利用者の身体

のケアだけでなく、心のケアも

非常に重要な役割の１つです。

強く生きる（その方らしく生き

る）とはどういうことなのか考

えるきっかけになるとともに、

熱い情熱を何度でも呼び覚ます

のに是非おすすめの１冊です。

２００３年４月刊
定価１０５０円（税込）
イースト・プレス社
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す
。
一
番
辛
い
と
き
に
相
談
で
き
る
人

が
必
要
な
ん
で
す
。」
と
話
し
ま
す
。

　

相
談
を
受
け
る
中
で
、
同
じ
親
と
し

て
「
自
分
た
ち
も
同
じ
よ
う
に
辛
か
っ

た
時
期
を
経
験
し
て
い
る
か
ら
こ
そ
、

親
の
悩
み
や
不
安
に
共
感
し
、
ア
ド
バ

イ
ス
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。」と
親
に

寄
り
添
う
姿
勢
が
自
然
と
窺
え
ま
す
。

同
じ
経
験
を
し
た
ス
タ
ッ
フ
か
ら
の

「
そ
の
ま
ま
で
大
丈
夫
よ
」
と
い
う
言

葉
は
、
親
に
安
心
感
を
与
え
る
言
葉
に

な
る
よ
う
で
す
。

親
が
成
長
し
て
い
く
こ
と
が
大
切

　

身
近
な
地
域
に
、
子
育
て
支
援
拠
点

や
気
軽
に
集
え
る
サ
ロ
ン
な
ど
、
親
が

不
安
を
感
じ
た
ら
相
談
で
き
る
場
所
が

徐
々
に
整
備
さ
れ
て
き
て
い
ま
す
。

　

一
方
、
有
北
さ
ん
は
、「
子
育
て
は
辛

い
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
り
、
手
助
け
が

欲
し
い
時
は
多
く
あ
り
ま
す
が
、
そ
の

時
に
自
分
に
合
っ
た
サ
ー
ビ
ス
を
自
分

で
選
択
で
き
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。」

と
語
り
ま
す
。「
い
つ
も
誰
か
が
す
ぐ

助
け
て
く
れ
る
と
は
限
り
ま
せ
ん
。
親

が
自
分
自
身
の
悩
み
や
不
安
に
つ
い
て

理
解
し
、
う
ま
く
付
合
い
な
が
ら
子
育

て
を
楽
し
い
も
の
と
思
え
る
よ
う
に
な

連連載載
子
ど
も
た
ち
が
の
び
の
び
と
育
つ
た
め
に

子
ど
も
た
ち
が
の
び
の
び
と
育
つ
た
め
に

〜
社
会
全
体
で
の
子
育
ち
・
子
育
て
支
援
に
む
け
て

　
　

〜
社
会
全
体
で
の
子
育
ち
・
子
育
て
支
援
に
む
け
て　
【
第
三
回
】

【
第
三
回
】

子
育
て
中
の
親
の
つ
な
が
り
、
仲
間
同
士
の
支
え
あ
い
活
動

〜
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ま
ま
と
ん
き
っ
ず
（
川
崎
市
多
摩
区
）

　

核
家
族
化
、
少
子
化
が
進
み
、
子
育
て
家
庭
が
孤
立
し
が
ち
な
傾
向
や
、
子
育
て

に
つ
い
て
の
日
常
的
な
助
け
合
い
の
関
係
が
希
薄
化
す
る
傾
向
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
の
よ
う
な
中
、
子
育
て
中
の
親
に
よ
る
同
じ
子
育
て
家
庭
に
対
し
て
の
助
け

合
い
活
動
が
増
え
て
い
ま
す
。
子
育
て
中
の
親
同
士
の
活
動
は
、
ど
の
よ
う
な
強

み
が
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

　

今
号
で
は
同
じ
子
育
て
世
代
が
集
ま
り
、
二
〇
〇
八
年
度
に
は
、「
第
二
回
か
な

が
わ
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
大
賞
」を
受
賞
し
た「
ま
ま
と
ん
き
っ
ず
」の
活
動
か
ら
、

同
じ
境
遇
の
当
事
者
が
担
え
る
子
育
て
家
庭
を
支
え
る
役
割
に
つ
い
て
考
え
ま
す
。

き
の
時
間
に
も
な
り
ま
す
。

　

活
動
を
継
続
し
て
い
く
中
で
、
子
育

て
中
の
親
と
し
て
必
要
な
課
題
を
活
動

へ
と
結
び
付
け
て
き
ま
し
た
。
ス
タ
ッ

フ
自
身
も
利
用
者
で
あ
る
た
め
、
同
じ

目
線
に
立
つ
こ
と
が
で
き
、
プ
ロ
グ
ラ

ム
は
自
然
と
利
用
し
や
す
く
参
加
し
や

す
い
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

同
じ
親
だ
か
ら
悩
み
に
共
感
で
き
る

　

メ
ー
ル
の
子
育
て
相
談
に
は
、「
寝

か
し
つ
け
方
」、「
叱
り
方
」、「
食
べ
物

の
好
き
、
嫌
い
の
な
く
し
方
」
な
ど
子

育
て
に
関
わ
る
こ
と
や
、「
友
人
と
の

上
手
な
付
き
合
い
方
」、「
マ
マ
友
の
輪

の
入
り
方
」、「
ご
近
所
へ
の
日
頃
の
あ

い
さ
つ
」
な
ど
、
近
隣
関
係
に
関
わ
る

こ
と
な
ど
幅
広
い
内
容
が
寄
せ
ら
れ
ま

す
。

　

理
事
長
で
あ
る
有
北
い
く
こ
さ
ん

は
、
三
人
の
子
育
て
を
し
な
が
ら
、
活

動
を
し
て
き
て
、「
親
自
身
が
自
分
の

子
ど
も
と
の
関
わ
り
方
や
子
ど
も
の
成

長
が
順
調
か
ど
う
か
、
マ
マ
友
、
近
所

の
付
き
合
い
方
な
ど
悩
み
は
尽
き
な

く
、
自
分
の
中
で
答
え
を
見
つ
け
る
こ

と
が
で
き
な
い
こ
と
で
、
悩
み
を
抱
え

込
ん
で
し
ま
う
ケ
ー
ス
が
多
く
あ
り
ま

子
育
て
家
庭
が
ほ
し
い
支
援

　

川
崎
市
多
摩
区
を
中
心
に
活
動
す
る

ま
ま
と
ん
き
っ
ず
は
、
一
九
九
三
年
に

子
育
て
中
の
親
五
人
が
集
ま
り
、
子
育

て
情
報
が
地
域
で
得
に
く
い
こ
と
を
課

題
と
感
じ
、
幼
稚
園
や
保
育
園
、
病
院

な
ど
子
育
て
に
必
要
な
情
報
を
掲
載
し

た
子
育
て
情
報
誌
を
発
行
す
る
こ
と
か

ら
活
動
を
始
め
ま
し
た
。

　

現
在
は
、
こ
の
ほ
か
に
、
メ
ー
ル
で

も
子
育
て
に
関
す
る
相
談
を
受
け
、
子

ど
も
の
一
時
預
か
り
、
掃
除
や
買
い
物

な
ど
の
マ
マ
サ
ポ
ー
ト
、
産
後
家
庭
支

援
ヘ
ル
パ
ー
な
ど
子
育
て
を
直
接
サ
ポ

ー
ト
す
る「
お
か
あ
さ
ん
お
た
す
け
隊
」

や
、
子
育
て
中
の
息
抜
き
・
親
同
士
の

情
報
交
換
の
場
と
し
て
サ
ロ
ン
を
開
催

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
各
種
講
座
は
、

「
ベ
ビ
ー
サ
イ
ン
」「
ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー

ジ
」「
親
子
で
ふ
れ
あ
い
遊
び
」
な
ど
子

育
て
に
関
す
る
講
座
は
も
ち
ろ
ん
の
こ

と
、「
美
人
塾
」、「
プ
チ
ヨ
ガ
」
な
ど
親

自
身
の
た
め
の
講
座
も
開
催
し
て
い
ま

す
。
子
育
て
中
の
親
は
、
外
に
出
て
、

こ
の
よ
う
な
講
座
に
参
加
す
る
こ
と
が

難
し
い
で
す
が
、
講
座
の
間
は
ス
タ
ッ

フ
に
よ
る
保
育
サ
ー
ビ
ス
が
あ
る
の

で
、
安
心
し
て
受
講
す
る
こ
と
が
で

き
、
ち
ょ
っ
と
し
た
息
抜
き
、
自
分
磨
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あ
り
、
他
世
代
に
も
子
育
て
家
庭
に
関

心
を
持
っ
て
も
ら
い
た
い
」
と
地
域
社

会
へ
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
伝
え
ま
す
。

　

こ
う
し
た
活
動
を
支
え
て
い
く
こ
と

が
社
会
の
役
割
と
し
て
求
め
ら
れ
ま

す
。

◇　
　

◇　
　

◇　
　

◇

次
号
で
は
、
地
域
の
中
で
子
ど
も
が
成

長
す
る
た
め
の
支
援
活
動
を
取
り
上

げ
、
地
域
社
会
で
の
子
育
ち
支
援
に
つ

い
て
考
え
ま
す
。

（
企
画
調
整
・
情
報
提
供
担
当
）

理
さ
れ
自
分
自
身
も
成
長
す
る
機
会
と

な
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
子
育
て
中
の
親
だ
か

ら
こ
そ
、
自
分
た
ち
に
必
要
な
支
援
が

明
確
で
、
そ
の
思
い
や
経
験
を
ベ
ー
ス

に
活
動
で
き
る
強
み
が
あ
り
ま
す
。
そ

し
て
当
事
者
同
士
の
活
動
は
、
共
感
で

き
や
す
く
、
思
い
や
体
験
を
分
か
ち
合

え
る
こ
と
で
、
相
互
に
支
え
あ
え
る
関

係
を
築
け
、
自
ら
力
を
つ
け
て
い
く
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　

有
北
さ
ん
は
、
最
後
に
「
地
域
全
体

で
子
育
て
を
す
る
に
は
、
同
じ
子
育
て

経
験
者
の
仲
間
同
士
だ
け
で
は
限
界
が

を
し
て
い
ま
す
。

　

講
座
で
は
、「
親
に
な
る
と
き
に
何

が
変
わ
る
」、「
子
育
て
を
通
じ
て
人
生

を
豊
か
に
す
る
」
な
ど
、
親
に
な
る
こ

と
で
、
自
分
の
生
活
や
周
囲
の
環
境
に

生
じ
る
変
化
に
つ
い
て
理
解
で
き
る

テ
ー
マ
を
取
り
上
げ
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
が
行
わ
れ
ま
す
。

　

お
互
い
の
経
験
の
共
有
が
さ
れ
、
参

加
者
か
ら
は
「
自
分
だ
け
が
子
育
て
に

つ
い
て
苦
労
し
て
い
た
と
思
い
込
ん

で
い
た
」、「
同
じ
悩
み
を
抱
え
て
い
た

仲
間
と
出
会
い
、
自
分
の
悩
み
が
わ
か

り
、
す
っ
き
り
し
た
」
な
ど
問
題
が
整

る
こ
と
が
必
要
で
す
。」
と
、
子
育
て
の

ス
ト
レ
ス
に
対
し
て
自
己
解
決
力
を
身

に
つ
け
る
こ
と
を
す
す
め
て
い
ま
す
。

　

ま
ま
と
ん
き
っ
ず
で
は
、「
育
自
力
」

と
い
う
講
座
を
開
催
し
て
、
自
己
解
決

力
を
育
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
な
支
援
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　今から５０年前、豊かなアメリカで高齢者が

公園のベンチで、所在なげに、退屈そうに時

を過ごしている光景を目にしました。

　元気なうちは自分でやりたいことを見つけ

て、いろいろな活動に参加しますが、体が弱

ってくると、どうしても家に閉じこもりがち

になってしまいます。

　私は東急田園都市線あざみ野に移り住み３０

年になります。この地域の住民のほとんどは

他の地区からの転入者で、高齢者はお互いに

知人が少なく、家にこもりがちでした。

　今後、一層高齢化が進む将来に対し、健康

を維持し、心豊かな高齢者社会の建設の必要

性を痛感し当会を平成４年に立ち上げまし

た。

　活動は、隔月に開催の「集い」と、年に１

回の史跡・施設見学バス旅行、地区のイベン

トへの参加など。集いでは「生涯学習」とし

て、講演会や歌舞伎、オーケストラの演奏な

どを開催し、みなさんあまり遠くには行けな

いので、必ずその道の専門家の方に依頼し、

その時の話題をなるべくとりあげています。

しっかりと理解できなくても、頭の片隅にと

どめてもらえば、家に帰って「私だって、そ

れぐらいのこと知っているわよ」と、家族と

一緒に話ができるようにとの思いからです。

　当初は３０名だった会員も、あまり広報しな

かったのに口コミで広がり、今では１００人前

後の方が「集い」には参加されます。

　現在、青葉区の男性は長寿日本一、女性は

７位と極めて健康年齢が高く誠に好ましい状

況に発展してきています。

199
ひと・ネットワーク
ひと・ネットワーク

心豊かな生活を目指して

かたつむり会シニアーズ
クラブ（健康を維持し心豊
かな生活を求める）

代表　進藤美恵子 講座「育自力」パンフレット
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県社協　
　の

　　　ひろば

福
祉
の
し
ご
と
フ
ェ
ア　
 ‘09

〜
第
一
回
は
相
模
原
市
で
開
催

　

少
子
高
齢
社
会
に
お
い
て
福
祉
・
介

護
現
場
で
の
仕
事
は
社
会
的
に
も
必
要

と
さ
れ
期
待
さ
れ
る
も
の
で
す
。
し
か

し
、
具
体
的
な
仕
事
の
内
容
や
役
割
、

実
際
の
雇
用
条
件
や
働
く
環
境
が
ど
の

よ
う
な
も
の
か
な
ど
に
つ
い
て
、
あ
ま

り
知
ら
れ
て
い
な
い
の
が
現
状
で
す
。

　

福
祉
人
材
セ
ン
タ
ー
で
は
日
常
の
相

談
事
業
の
ほ
か
に
、
地
域
に
密
着
し
た

フ
ェ
ア
（
相
談
会
・
ガ
イ
ダ
ン
ス
）
を

定
期
的
に
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
第
一
回
目
の
福
祉
の
し
ご
と

フ
ェ
ア
は
、
七
月
十
七
日
（
金
）
に
相

模
原
市
民
会
館
（
J
R
「
相
模
原
駅
」

ゆ
め
か
な
が
わ
シ
ニ
ア
フ
ェ
ス
タ

〜
か
な
が
わ
シ
ニ
ア
ス
ポ
ー
ツ

フ
ェ
ス
タ
２
０
０
９
開
催

　

高
齢
者
の
ス
ポ
ー
ツ
活
動
を
通
し
た

健
康
・
生
き
が
い
づ
く
り
を
支
援
す
る

こ
と
を
目
的
に
、
か
な
が
わ
シ
ニ
ア
ス

ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
タ
を
県
立
体
育
セ
ン
タ

ー
の
ほ
か
県
内
四
会
場
で
開
催
し
ま

す
。
今
大
会
で
は
新
た
に「
な
ぎ
な
た
」

が
加
わ
り
、
全
十
四
競
技
の
大
会
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
は
下
表
の
と
お
り
で
す
。

　

シ
ニ
ア
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
タ
は
、

「
か
な
が
わ
高
齢
者
保
健
福
祉
計
画

（
平
成
二
十
一
〜
二
十
三
年
度
）」に
お

け
る
「
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
へ
の
支
援
」
施

策
の
一
環
と
し
て
、
本
会
が
事
業
委
託

を
受
け
運
営
し
て
い
る
も
の
で
、
過
去

四
大
会
で
延
べ
一
万
一
千
人
を
超
え
る

高
齢
者
の
参

加
を
得
て
お

り
、
第
五
回

目
を
迎
え
る

今
大
会
に
お

い
て
も
、
多

く
の
方
々
に

ご
参
加
い
た

だ
き
、
健
康

と
生
き
が
い
づ
く
り
に
役
立
て
て
い
た

だ
け
る
よ
う
、
関
係
す
る
各
ス
ポ
ー
ツ

・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
競
技
団
体
の
多
大
な

る
ご
協
力
の
も
と
、
開
催
に
向
け
準
備

を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
大
会
の

詳
細
に
つ
い
て
は
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

（
問
合
先
�　

－

　

－

１
１
２
１
�
）

０４５

３１２

（
福
祉
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・シ
ニ
ア
活
動
支
援
担
当
）

【
お
詫
び
と
訂
正
】
五
月
号
『
Ｎ
Ｅ
Ｗ
Ｓ
＆
Ｔ

Ｏ
Ｐ
Ｉ
Ｃ
Ｓ
』
に
お
い
て
、
第
８
回
か
な
が
わ

シ
ニ
ア
美
術
展
で
「
出
品
作
品
」
の
記
述
に
誤

り
が
あ
り
ま
し
た
。
正
し
く
は
、「
３
年
以
内

に
作
成
し
た
未
発
表
の
も
の
。
応
募
点
数
は
部

門
を
問
わ
ず
一
人
一
点
」
で
す
。
深
く
お
詫
び

し
て
訂
正
い
た
し
ま
す
。

前大会のグラウンド・ゴルフのようす

福祉・介護の仕事に関心をもつ求職者に対し施設・事
業者の熱心な説明が行われる（昨年度の相談会より）

よ
り
バ
ス
で
約
五
分
）で
開
催
し
ま
す
。

内
容
は
①
福
祉
施
設
で
の
仕
事
や
必
要

な
資
格
に
つ
い
て
の
「
就
職
ガ
イ
ダ
ン

ス
」（
九
時
三
十
分
〜
十
一
時
三
十
分
）、

②
約
五
十
の
法
人
・
事
業
所
の
参
加
に

よ
り
行
わ
れ
る
「
就
職
相
談
会
」（
十
三

時
〜
十
六
時
）
な
ど
で
す
。

　

フ
ェ
ア
に
は
学
生
、
転
職
者
、
ま
た
、

子
育
て
や
介
護
を
理
由
に
一
度
退
職
し

た
人
な
ど
が
訪
れ
ま
す
が
、
近
年
は
福

祉
の
仕
事
が
ま
っ
た
く
未
経
験
の
人
も

多
く
参
加
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
相
模
原
市
で
は
こ
う
し
た
未

経
験
者
の
人
に
向
け
、
市
内
の
特
養
な

ど
の
施
設
で
介
護
実
習
を
行
い
、
実
習

施
設
等
で
の
就
職
を
希
望
し
た
場
合
、

ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
二
級
研
修
を
実
施
、

市
が
研
修
費
用
の
半
分
を
補
助
す
る
事

業
の
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

多
く
の
方
の
ご
来
場
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

◇
し
ご
と
フ
ェ
ア
の
開
催
予
定

①
第
二
回（
横
浜
文
化
体
育
館
、　

十
一

月
十
九
日
（
木
））
②
第
三
回
（
神
奈
川

県
立
保
健
福
祉
大
学
、
平
成
二
十
二
年

二
月
六
日
（
土
））

（
問
合
先
�　

－

　

－

１
１
２
１
�
）

０４５

３１２

（
福
祉
人
材
無
料
職
業
紹
介
担
当
）

かながわシニアスポーツフェスタ２００９
競技大会スケジュール

ソフトボール大会
１１月２２・２９日卓球大会 １１月１４日

太極拳大会 １１月２３日グラウンド・ゴルフ大会
１１月１４日

ソフトテニス大会 １１月２３日ダンススポーツ大会 １１月１４日

テニス大会 １１月２８・２９日ゲートボール大会 １１月１５日

剣道大会 １１月２８日ペタンク大会 １１月１５日

弓道大会 １１月２８日ソフトバレーボール大会
１１月１５日

なぎなた大会 １１月２９日サッカー大会 １１月２１・２２日
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デザイン・印刷・ホームページ制作�

役
員
会
の
動
き

◇
理
事
会
＝
５
月　

日（
火
）①
正
会
員
の

１９

入
会
申
込
②
各
種
委
員
会
委
員
の
選
任
③

評
議
員
の
選
任
④
理
事
の
推
薦
⑤
監
事
の

推
薦
⑥
副
会
長
の
互
選
⑦
平
成　

年
度
県

２０

社
協
事
業
報
告
並
び
に
収
入
支
出
決
算
報

告（
案
）⑧
平
成　

年
度
県
社
協
一
般
会
計

２１

並
び
に
特
別
会
計
補
正
予
算（
案
）

◇
新
会
員
紹
介

【
経
営
者
部
会
】（
福
）大
和
し
ら
か
し
会
、

（
福
）
豊
笑
会
、（
福
）
三
神
会
、（
福
）

松
宝
苑

【
施
設
部
会
】
知
的
障
害
者
授
産
施
設
え

い
む
、
知
的
障
害
者
授
産
施
設
葉
山
は
ば

た
き
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
ラ
イ
フ
コ

ー
ト
さ
か
え
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
フ

レ
ン
ド
神
木
、
湘
南
グ
リ
ー
ン
介
護
老
人

保
健
施
設
葉
山
、
横
須
賀
市
立
本
町
老
人

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
、
特
別
養
護
老

人
ホ
ー
ム
湘
南
く
す
の
木
、
す
こ
や
か
高

津
保
育
園

◇
監
事
会
＝
５
月　

日（
木
）

１４

◇
評
議
員
会
＝
５
月　

日（
木
）①
理
事
の

２８

選
任
②
監
事
の
選
任
③
平
成　

年
度
事
業

２０

報
告
並
び
に
収
入
支
出
決
算
報
告（
案
）

第
�
回
社
会
福
祉
セ
ミ
ナ
ー
案
内

◇
開
催
の
ね
ら
い
＝
『
漂
流
す
る
社
会
福

祉
か
ら
の
脱
出－

明
日
を
築
く
た
め
の
行

財
政
・
専
門
職
・
市
民
の
役
割－

』
を
テ

ー
マ
に
、
人
び
と
が
安
心
・
安
全
を
実
感

で
き
る
生
活
の
構
築
に
寄
与
す
る
社
会
福

祉
の
あ
り
方
等
に
つ
い
て
講
演
・
講
座
が

46

開
催
さ
れ
ま
す
。

◇
日
時
＝
平
成　

年
７
月　

日（
木
）　

時

２１

３０

１０

〜　

時　

分
、　

日（
金
）９
時　

分
〜　

１６

３０

３１

３０

１５

時　

分
３０

◇
会
場
＝
有
楽
町
朝
日
ホ
ー
ル

◇
参
加
費
＝
七
千
五
百
円
（
２
日
間
）

◇
定
員
＝
６
０
０
名
（
先
着
順
）

◇
問
合
先
＝（
財
）鉄
道
弘
済
会

�　

－

５
２
７
６－

０
３
２
５

０３
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
コ
ン
サ
ー
ト 

〜
平
尾
昌
晃
と
共
に
〜
へ
の
ご
招
待

◇
日
時
＝
６
月　

日（
火
）　

時　

分
〜

３０

１４

３０

◇
会
場
＝
神
奈
川
県
民
ホ
ー
ル
大
ホ
ー
ル

◇
内
容
＝
平
尾
昌
晃
さ
ん
が
理
事
長
を
務

め
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ラ
ブ
＆
ハ
ー
モ
ニ
ー
基

金
が
、
福
祉
施
設
利
用
者
を
は
じ
め
、
福

祉
関
係
者
を
音
楽
で
元
気
づ
け
た
い
と
企

画
。
平
尾
昌
晃
さ
ん
、
小
柳
ル
ミ
子
さ

ん
、
北
川
大
介
さ
ん
な
ど
が
出
演
し
ま

す
。
先
着　

名
様
ま
で
無
料
招
待
し
ま

３０

す
。
氏
名
・
郵
便
番
号
・
住
所
・
電
話
番

号
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
番
号
・
所
属
先
・
車
い
す
の

利
用
等
を
お
知
ら
せ
下
さ
い
。

　

招
待
者
に
は
こ
ち
ら
か
ら
連
絡
の
上
、

６
月　

日
（
土
）
ま
で
に
チ
ケ
ッ
ト
を
郵

２７

送
し
ま
す
。

◇
問
合
・
申
込
先
＝
本
会
と
も
し
び
運
動

推
進
担
当
�　

－

　

－

１
１
２
１
（
代
）

０４５

３１２

�　

－

　

－

６
３
０
７

０４５

３１２

寄
附
金
品
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

【
一
般
寄
附
金
】
▽
脇
隆
志
▽
広
瀬
公
子

▽
㈱
C
F
S
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン

去る５月２２日、㈱CFSコーポレーショ
ンの石田岳彦取締役社長（写真左）よ
り、カネボウ化粧品販売㈱・花王カス
タマーマーケティング㈱との共同販売
促進キャンペーンの売上金の一部につ
いて寄附があり、本会林会長より感謝
状を贈呈しました

【
交
通
遺
児
援
護
基
金
】
▽
大
正
琴
サ
ー

ク
ル
湖
陽
会

【
と
も
し
び
基
金
】
▽
港
栄
館
▽
N
P
O

法
人
光
輝　

光
輝
横
浜
ス
ク
ー
ル
▽
ス
リ

ー
エ
フ　

ラ
ン
ド
マ
ー
ク
プ
ラ
ザ
店
▽
�

積
善
会
曽
我
病
院
▽
大
正
琴
サ
ー
ク
ル
湖

陽
会

（
計　

一
、
六
二
三
、
五
八
一
円
）

【
寄
附
物
品
】
▽
神
奈
川
県
定
年
問
題
研

究
会
▽
㈱
ユ
ピ
テ
ル
▽
横
浜
市
立
矢
上
小

学
校
▽
横
浜
市
立
中
和
田
小
学
校（敬

称
略
）

地域福祉（ともしび）推進
助成金　申請受付中！

15万円以下
　１２月末までの毎月（随時申請受付）

16万円以上（限度額あり）　
　７月・１０月末迄（２回申請受付）

本会ともしび運動推進担当
�０４５－３１２－１１２１（内線３２０１）まで、
お気軽にご相談ください！



１２第６９１号　福祉タイムズ　２００９．６．１５

－社会福祉施設の設計監理－

安江設計研究所株式
会社
YASUE　&　ASSOCIATES’ Inc.

東京都港区高輪２－１９－１７－８０８
TEL ０３（３４４９）１７７１／FAX ０３（３４４９）１７７２
URL：www.yasue-sekkei.co.jp
E－mail：yasue@yasue-sekkei.co.jp

新 築・増築・改修の他、耐震診断・建物定期報

告・アスベスト調査等お気軽にご相談ください

知的障害者通所授産施設（平塚市）

発
行
日　

２
０
０
９
年（
平
成　

年
）６
月　

日　

毎
月
１
回　

日
発
行　
　

発
行
所　

〒　

－
０
８
４
４　

横
浜
市
神
奈
川
区
沢
渡
４
番
地
の
２

２１

１５

１５

２２１

社
会
福
祉
法
人　

神
奈
川
県
社
会
福
祉
協
議
会　

T
E
L　

－

　

－

１
４
２
３　

F
A
X　

－

　

－
６
３
０
２　
　

編
集
発
行
人　

米
倉
孝
治　
　

印
刷
所　

株
式
会
社　

神
奈
川
機
関
紙
印
刷
所

０４５

３１１

０４５

３１２

鴨
居
駅
周
辺
ま
ち
づ
く
り
研
究
会（
横
浜
市
緑
区
）

　

五
月
二
十
四
日
に
行
わ
れ
た
�
鴨
居

エ
キ
コ
ン
�は
、雨
天
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
手
拍
子
や
笑
い
声
が
絶
え
な
い
に

ぎ
や
か
な
コ
ン
サ
ー
ト
と
な
り
ま
し
た
。

　

鴨
居
駅
で
の
コ
ン
サ
ー
ト
を
主
催
し

た「
鴨
居
駅
周
辺
ま
ち
づ
く
り
研
究
会
」

（
以
下
「
ま
ち
研
」）
は
、
今
年
で
十

周
年
を
迎
え
、
地
域
に
密
着
し
た
ま
ち

づ
く
り
活
動
に
貢
献
し
、
ま
す
ま
す
広

が
り
を
見
せ
て
い
ま
す
。
今
回
は
、
そ

の
活
動
の
魅
力
と
秘
訣
に
つ
い
て
、
代

表
の
熊
本
秀
男
さ
ん
と
相
談
役
の
狩
野

陽
二
さ
ん
に
伺
い
ま
し
た
。

鴨
居
を
好
き
に
な
る
こ
と
が
第
一
歩

　

誕
生
の
き
っ
か
け
は
、
区
事
業
の
ま

ち
づ
く
り
研
究
会
へ
の
参
加
を
通
し

て
、駅
前
の
渋
滞
、歩
道
の
狭
さ
な
ど
悪

い
と
こ
ろ
に
気
が
つ
い
た
か
ら
で
す
。

　

そ
こ
で
、
平
成
十
一
年
の
区
事
業
の

終
了
後
に
、
参
加
者
が
、「
安
全
で
明
る

い
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
を
し
よ
う
」

と
ま
ち
研
を
発
足
。
鴨
居
駅
周
辺
の
魅

わ
ば
異
業
種
集
団
。と
き
に
は
、失
敗
も

す
る
。で
も
、
互
い
に
認
め
合
っ
て
い

る
こ
と
も
大
切
」と
狩
野
さ
ん
は
語
り

ま
す
。こ
の
よ
う
な
姿
勢
が
、
仲
間
づ

く
り
に
つ
な
が
り
、
い
き
い
き
と
楽
し

く
活
動
を
続
け
ら
れ
る
魅
力
と
な
っ
て

い
ま
す
。

ま
ち
づ
く
り
は
総
合
力

　
「
ま
ち
づ
く
り
は
総
合
力
。地
主
、自

治
会
、
行
政
な
ど
と
の
つ
な
が
り
が
欠

か
せ
な
い
。
鴨
居
エ
キ
コ
ン
も
『
ま
ち

お
こ
し
か
！　

そ
れ
な
ら
、
協
力
し
よ

う
』
と
駅
長
か
ら
快
諾
を
得
ま
し
た
。

け
れ
ど
、お
願
い
だ
け
で
は
だ
め
。こ
ち

ら
も
普
段
か
ら
協
力
す
る
こ
と
が
必
要

な
ん
だ
」と
、地
域
の
さ
ま
ざ
ま
な
力
を

連
携
さ
せ
る
こ
と
が
息
の
長
い
ま
ち
づ

く
り
活
動
に
つ
な
が
る
秘
訣
と
な
る
こ

と
を
狩
野
さ
ん
は
教
え
て
く
れ
ま
し
た
。

　

ま
ち
研
は
、
ま
ち
全
体
が
つ
く
り
あ

げ
た
地
域
の
居
場
所
。「
こ
の
活
動
が
、

次
の
世
代
へ
も
っ
と
広
が
っ
て
ほ
し

い
」と
熊
本
さ
ん
は
願
い
を
語
り
ま
す
。

（
福
祉
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア・シ
ニ
ア
活
動
支
援
担
当
）

力
マ
ッ
プ
作
り
か
ら
始
ま
り
、
現
在
で

は
鴨
居
エ
キ
コ
ン
や
駅
通
路
の
清
掃
活

動
、公
開
歴
史
講
座
、地
元
の
イ
ベ
ン
ト

参
加
な
ど
多
彩
な
活
動
へ
と
広
が
っ
て

い
ま
す
。「
地
元
を
知
れ
ば
、
愛
着
を

持
つ
。そ
し
て
、ま
ち
を
好
き
に
な
る
」

と
狩
野
さ
ん
は
微
笑
み
ま
す
。

会
員
の
経
験
や
特
技
を
生
か
す

　
「
ま
ち
研
の
標
識
設
置
事
業
の
と
き

は
、設
計
に
詳
し
い
会
員
が
図
面
を
書

き
、
契
約
書
も
会
員
が
作
成
。イ
ベ
ン

ト
会
場
で
は
、風
船
装
飾
が
得
意
な
会

員
に
盛
り
上
げ
て
も
ら
う
と
い
う
、
い

鴨
居
駅
周
辺
ま
ち
づ
く
り
研
究
会

メ
ー
ル

kam
o
i-m
ach
iken
@
ktj.b
ig
lo
b
e.n
e.jp

http://w
w
w
5f.biglobe.ne.jp/̃m

achiken/

ま
ち
づ
く
り
は
み
ん
な
の
手
で

鴨居エキコンの最後は、「我等の”まち
研”～未来をたくす～」をみんなで熱
唱します。


	01
	02
	03
	04
	05
	06
	07
	08
	09
	10
	11
	12

